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こと、さらには、既存の規定による評価との作品評価順位のズレ、そして本ツー
ルにて評価基準を細かく設定することによって、評価者の無意識があぶり出さ
れる可能性について言及し、オーディエンスの関心を強く惹いていた。特に本
ツールについて、富田先生は自身の発表で述べたQOLの評価に使えるのではな
いかと、今後のコラボレーションの可能性も示唆された。一方で、ディスカッシ
ョンでは自身のリサーチクエスチョンと結果との整合性や、既存の評価規定に
よる結果とのズレなど、得られた面白いデータについてより魅力的にプレゼン
できるのではないか、という意見も挙がった。そんな指摘も含め、今後が楽しみ
になる発表であった。 
関連原稿：デザイン評価における意思決定のモデル化と可視化に関する考察（DCS
論考I） ‐2013年度京都大学建築学科卒業設計講評会を事例に‐（vol.2） 
佐藤 那央君（デザイン学１期生／情報学研究科社会情報学専攻） 
『○□○□のデザイン』と題して、佐藤君自身がこれまで関わり続けている京大病
院の院内学級での体験をデザイン学的に解釈するような発表であった。具体的
には高校生への学習サポートを始めた経緯から、「デザインの問い」として学び
の場、協力体制、既存の制度などを抽出して、現状の問題点を挙げ、自身もボラ
ンティアというレッテルから深く踏み込みイノベーションを起こせないジレン
マなどを語った。質疑では、山内先生より高校生学習での気づきについて聞か
れ、「彼らにとって、学習とは遅れを取り戻すためのものではないことが分かっ
た」と語り、体験の中から実感の伴った気づきを語った。それについて富田先生
は「病院は病気を治すところ。生きるために生きさせられる場所である」と語
り、佐藤くんも「医療体制が身を守るために院内学級の優先順位が低い医師も
たくさん居り、イノベーションは難しい」ことの実感を語った。 
 関連原稿：『社会のデザイン』への挑戦（vol.3） 
 
